
佐
伯
祐
三 

明
治
31
年
〜
昭
和
３
年

　

大
阪
の
光
徳
寺
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
す
。
大
正
12
年
パ
リ
に
旅
立
ち
、

ヴ
ラ
マ
ン
ク
や
ユ
ト
リ
ロ
に
影
響
を
受

け
て
、
ポ
ス
タ
ー
や
広
告
が
貼
ら
れ
た

パ
リ
の
街
角
を
題
材
と
し
た
作
品
を
制

作
。
大
正
15
年
に
一
時
帰
国
し
、
国
内

に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

鋭
く
黒
い
線
描
と
暗
い
色
調
の
中
の
鮮

や
か
な
色
使
い
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
２
年
夏
、
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
の

山
田
の
も
と
を
訪
れ
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

経
由
で
再
び
パ
リ
へ
向
か
い
ま
す
が
、

結
核
を
患
い
、
精
神
も
病
ん
で
い
た
佐

伯
は
30
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま

し
た
。

山
田
新
一 

明
治
32
年
〜
平
成
３
年

　

台
湾
で
生
ま
れ
、
旧
制
都
城
中
学
校

（
現
都
城
泉
ケ
丘
高
校
）
で
学
び
、
東

京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
大
）
を
卒
業

後
、
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
に
移
り
、
朝
鮮

半
島
で
の
美
術
展
や
帝
国
美
術
展
に
出

品
。
昭
和
３
年
パ
リ
に
旅
立
ち
、
亡
く

な
る
直
前
の
佐
伯
を
見
舞
い
ま
し
た
。

戦
後
は
、京
都
に
住
み
昭
和
25
年
に
は
、

日
展
で
岡
田
賞
を
受
賞
、
日
展
参
与
や

光
風
会
名
誉
会
員
を
務
め
ま
す
。
そ
の

間
度
々
渡
仏
し
、
色
彩
豊
か
な
風
景
や

人
物
を
数
多
く
描
き
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

か
ら
国
家
功
労
騎
士
十
字
章
勲
章
を
授

与
さ
れ
ま
す
。
昭
和
63
年
都
城
市
名
誉

市
民
と
な
り
92
歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

佐
伯
と
山
田
２
人
の
絆

　

山
田
は
、
旧
制
都
城
中
学
校
に
在
学

中
、
美
術
教
師
の
影
響
を
受
け
画
家
を

志
し
ま
す
。
卒
業
後
、
美
大
受
験
の
た

め
に
学
ん
だ
川
端
画
学
校
で
出
会
っ
た

二
人
は
翌
年
そ
ろ
っ
て
東
京
美
術
学
校

に
入
学
。一
緒
に
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
行
っ

た
り
、
展
覧
会
を
開
い
た
り
、
心
か
ら

の
親
友
と
し
て
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し
、

京
城
（
ソ
ウ
ル
）
に
居
を
構
え
た
山
田

が
よ
う
や
く
渡
仏
し
た
パ
リ
で
生
前
の

佐
伯
と
最
後
の
面
会
を
し
た
の
も
何
か

の
縁
で
し
ょ
う
。
30
歳
で
早
世
し
た
佐

伯
と
は
逆
に
、
山
田
は
92
歳
ま
で
絵
筆

を
握
り
ま
し
た
。

会
期　

10
月
15
日
㈯
〜
12
月
4
日
㈰

９
時
〜
17
時　

月
曜
日
休
館

入
場
料

一
般　

８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

高
・
大
学
生　

６
０
０
円
（
４
０
０
円
）

中
学
生
以
下　

無
料

（ 

）内
は
前
売
り
、
20
人
以
上
の
団
体
な
ど

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
企
画
展
の
入
場

券
の
半
券
を
提
示
し
た
人
は
、
団
体
料

金
で
観
覧
で
き
ま
す

講
演
会　

11
月
13
日
㈰　

14
時
〜

大
阪
市
立
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室

熊
田
司
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
山
田
新
一
が
見
た
佐
伯
祐
三
」

都
城
市
立
美
術
館
開
館
30
周
年
記
念

素
顔
の
佐
伯
祐
三
と
山
田
新
一
展

佐伯祐三
「リュクサンブール公園」
田辺市立美術館所蔵

山田新一
「湖上客船」
都城市立美術館所蔵

佐伯祐三
「モランの寺（サン・ジェルマン・シュル・モラン）」
東京国立近代美術館所蔵

市
立
美
術
館
は
昭
和
56
年
、
県
内
初
の

美
術
館
と
し
て
開
館
し
、
今
年
で
30
周

年
を
迎
え
ま
す
。

収
蔵
品
は
１
０
０
０
点
を
超
え
国
際
的

な
作
品
も
加
わ
り
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
山
田
著
「
素
顔

の
佐
伯
祐
三
」
を
も
と
に
二
人
の
作
品

の
ほ
か
、
友
情
の
絆
を
示
す
直
筆
の
手

紙
な
ど
、
貴
重
な
資
料
の
数
々
を
展
示

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

美
術
館　

☎
25‒

１
４
４
７
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初
の
大
名
資
料
展
示

重
要
文
化
財
立
花
家
文
書
を
は
じ
め
、

甲か
っ

冑ち
ゅ
う

や
変
わ
り
兜か

ぶ
と

な
ど
の
武
具
、
藩
主

や
そ
の
夫
人
が
愛
用
し
た
煙た

ば
こ草
入
れ
や

婚
礼
調
度
な
ど
、
近
世
大
名
立
花
家
を

象
徴
す
る
伝
来
品
を
公
開
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
１
１
６

立
花
家
の
誕
生

　

立
花
家
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
柳
川

の
地
（
現
福
岡
県
）
11
万
石
を
治
め
た

大
名
家
で
、
戸べ

っ

次き

道ど
う

雪せ
つ

を
始
祖
と
し
ま

す
。
彼
は
大
友
宗そ

う

麟り
ん

の
重
臣
と
し
て
活

躍
し
、
１
５
７
１
年
に
宗
麟
か
ら
立
花

城
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
５
７
５
年
、
男
子
が
い
な
い
道
雪
は

娘
誾ぎ

ん

千ち

代よ

に
家
督
を
譲
り
、
１
５
８
１

年
に
大
友
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
高
橋
紹じ

ょ
う

運う
ん

の
長
男
統む

ね

虎と
ら

（
後
の
宗
茂
）
を
婿
と

し
、
家
督
を
継
が
せ
ま
し
た
。

初
代
藩
主
立
花
宗
茂

　

戸
次
道
雪
の
養
子
と
な
っ
た
宗
茂

は
、
１
５
８
２
年
に
名
字
を
戸
次
か
ら

立
花
に
改
め
ま
し
た
。
九
州
制
覇
を
目

指
す
島
津
軍
と
戦
い
、
秀
吉
の
九
州
平

定
を
助
け
た
宗
茂
は
、
そ
の
功
績
に
よ

り
、
１
５
８
７
年
に
柳
川
を
領
地
と
す

る
豊
臣
氏
の
大
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
ヶ
原
合
戦
で
西
軍
に
参

加
し
た
た
め
徳
川
氏
か
ら
柳
川
を
改
易

さ
れ
ま
し
た
が
、
20
年
後
の
１
６
２
０

年
、
柳
川
に
復
帰
し
ま
し
た
。

　

彼
は
秀
吉
か
ら
「
九
州
の
一
物
」
と

い
わ
れ
る
な
ど
、
戦
国
武
将
と
し
て
そ

の
軍
事
的
能
力
を
高
く
評
価
さ
れ
、
徳

川
幕
府
で
は
２
代
将
軍
秀
忠
の
「
御お

噺は
な
し

衆し
ゅ
う

」
と
し
て
、
将
軍
の
側
近
く
に
仕
え

た
人
物
で
し
た
。

立
花
家
と
島
津
家

　

関
ヶ
原
合
戦
の
敵
中
突
破
で
名
を
は

せ
た
島
津
義
弘
。
立
花
宗
茂
は
島
津
義

弘
を
兄
の
よ
う
に
慕
い
、
朝
鮮
出
兵
や

庄
内
の
乱
、
関
ヶ
原
合
戦
で
も
そ
の
関

係
が
み
ら
れ
ま
す
。
特
に
庄
内
の
乱
で

は
、
島
津
軍
に
援
軍
を
申
し
出
る
ほ
ど

で
し
た
。
関
ヶ
原
合
戦
で
は
共
に
西
軍

に
つ
き
ま
し
た
が
、
宗
茂
が
改
易
さ
れ

浪
人
生
活
を
送
っ
た
の
に
対
し
、
島
津

氏
は
旧
領
を
安
堵
さ
れ
ま
し
た
。

近
世
大
名
立
花
家
の
美

　

徳
川
幕
府
２
代
将
軍
秀
忠
の「
御お

噺は
な
し

衆し
ゅ
う

」
と
し
て
、
将
軍
の
側
近
く
に
仕
え

た
立
花
宗
茂
。
立
花
家
は
そ
の
後
も
徳

川
家
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

12
代
藩
主
立
花
鑑あ

き

寛と
も

に
お
輿こ

し

入
れ
し
た

の
は
、
徳
川
御
三
卿
の
一
つ
、
田
安
徳

川
家
の
娘
純す

み

姫ひ
め

で
す
。
そ
の
婚
礼
調
度

に
代
表
さ
れ
る
同
家
伝
来
の
華
麗
な
美

術
工
芸
品
も
今
回
展
示
さ
れ
ま
す
。

会
期　

10
月
８
日
㈯
〜
12
月
４
日
㈰　

９
時
〜
17
時　

月
曜
日
休
館

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

入
館
料　

一
般　

4
０
０
円
（
３
０
０
円
）

高
・
大
学
生　

３
０
０
円
（
２
０
０
円
）

小
・
中
学
生　

２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

都
城
市
立
美
術
館
特
別
企
画
展
の
入
場

券
の
半
券
を
提
示
し
た
人
は
、
団
体
料

金
で
観
覧
で
き
ま
す

関
連
イ
ベ
ン
ト　

記
念
講
演
会

日
時　

11
月
３
日
㈭

　
　
　

14
時
〜
16
時

場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

内
容　

東
京
大
学
史
料
編
さ
ん
所　

山

本
博
文
教
授
に
よ
る
講
演
「
戦
国
武
将

の
友
情

－

立
花
宗
茂
と
島
津
義
弘

－

」

平
成
23
年
度　

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
企
画
展

柳
川
立
花
家
と
島
津
家

｜  
近
世
大
名
家
の
文
化
と
交
流  

｜
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親
子
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
製
作
教
室

　

小
学
４
〜
６
年
生
の
親
子
30
組
を
対

象
に
し
た
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
作
り
。

完
成
後
に
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

●
時
間　

10
時
15
分
〜
12
時

●
参
加
費　

５
０
０
円

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

環
境
対
策
車
の
試
乗

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
、
環
境
対
策

車
の
試
乗
体
験
が
で
き
ま
す
。

※
運
転
免
許
証
が
必
要

紙
す
き
体
験
（
無
料
）

　

牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
は
が
き
を
作
り
ま
す
。

●
時
間　

10
時
30
分
〜
12
時

手
作
り
天
体
望
遠
鏡
の
工
作
教
室

　

世
界
に
一
つ
だ
け
の
手
作
り
望
遠
鏡

で
、
夜
空
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
時
間　

12
時
〜
14
時

●
参
加
費　

１
、５
０
０
円

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
以
上
の
親
子

　
　
　
　
　
　
　

30
組

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

自
然
物
を
使
っ
た
工
作
教
室（
無
料
）

ド
ン
グ
リ
な
ど
を
使
っ
た
工
作
教
室

●
時
間　

12
時
30
分
〜
14
時

井
戸
水
の
硝
酸
態
窒
素
検
査（
無
料
）

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
５
０
０
㍉
㍑
以
下
）

に
井
戸
水
を
入
れ
て
持
参
く
だ
さ
い
。

※
先
着
１
０
０
人

●
緑
化
木
の
無
料
配
布（
10
時
30
分
〜
）

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

● 

使
用
済
み
焼
酎
パ
ッ
ク
５
枚
と
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
１
個
を
交
換

※
霧
島
酒
造
の
焼
酎
パ
ッ
ク
に
限
る

●
古
本
１
冊
を
10
円
で
販
売

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
自

転
車
を
再
生
し
、
希
望
者
に
抽
選
販

売
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
ま
た
は
三
股
町

在
住
の
18
歳
以
上
の
人

※
配
達
は
で
き
ま
せ
ん

●
応
募
方
法　

さ
い
せ
い
館
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
応
募
箱
へ

※ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。
一
人
当
た
り
家

具
・
自
転
車
各
１
点
の
み

●
応
募
期
間　

９
月
30
日
㈮
〜
10
月

15
日
㈯
（
環
境
ま
つ
り
当
日
）
の
12

時
ま
で

※
10
月
４
日
㈫
と
11
日
㈫
は
休
館

●
抽
選
方
法　

10
月
15
日
㈯
の
13
時

頃
か
ら
ま
つ
り
会
場
で
抽
選
発
表　

※ 

発
表
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は
、

当
選
取
り
消
し
に
な
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

さ
い
せ
い
館

　
　
　
　
　
　
　

☎
36
-
３
９
０
０

コ
ー
コ
ー
ナ
ー
ナ
ー

体
験
し
て
学
ぶ

コ
ー
ナ
ー

配
布
・
交
換

そ
の
他

レースの上位者にはすて
きな賞品が！

気分はガリレオ。月の
クレーターが見えるか
な？

●
お
も
ち
ゃ
病
院
を
開
き
ま
す

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理
。

当
日
修
理
で
き
な
い
も
の
は
、
後
日
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※ 

材
料
代
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ゲ
ー
ム
機
器
は
対
象
外

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
衣
類
な
ど
を

リ
ユ
ー
ス
し
ま
せ
ん
か
？　

９
月
30
日

㈮
ま
で
に
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

※ 

場
所
代
は
無
料
。
当
日
の
雨
天
対
策

は
各
自
で
準
備

● 

飲
食
コ
ー
ナ
ー

　

手
作
り
そ
ば
や
北
斗
鍋
な
ど
多
数
出
店

環
境
に
つ
い
て
の
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売
な
ど
、
今
年
も

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
　
　
　

環
境
政
策
課　

☎
23ｰ

２
１
３
０

●
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館
（
下
水
流
町
）

10
月
15
日
㈯　

10
時
〜
14
時　

環
境
ま
つ
り

環
境
ま
つ
り

Ｎ
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日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
を
占
め
る
が
ん
疾
患
。
市
で
も
、
毎
年
５
０
０
人
ほ
ど
の
人
た
ち
が
、
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
に
は
早
期
発
見
が
第
一
。
そ
の
た
め
に
は
、
定
期
的
に
が
ん
検
診

を
受
診
し
、
が
ん
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　

 

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23ｰ

２
７
６
５

定
期
的
な
検
診
で
早
期
発
見

　

本
市
で
死
亡
し
た
人
の
う
ち
、
３
・

７
人
に
1
人
が
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ

て
い
て
、
そ
の
割
合
は
約
３
割
と
、
最

も
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
が
ん
に
よ

る
苦
痛
や
負
担
は
、
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
に
ま
で
及
び
、
そ
の
人
の
生
活
や

人
生
ま
で
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

が
ん
対
策
で
最
も
効
果
的
な
の
は
、予

防
で
す
。検
診
で
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、

簡
単
な
手
術
で
済
む
こ
と
も
あ
り
、
苦

痛
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
ま
た
、
回

復
も
早
く
、
助
か
る
確
率
も
高
く
な
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
が
ん
の
発
見
が
遅
れ
た
場

合
、
そ
の
医
療
費
は
、
早
期
発
見
の
場

合
と
比
較
す
る
と
高
額
な
も
の
と
な
り
、

家
計
を
圧
迫
す
る
だ
け
で
な
く
、
最
悪

の
場
合
、
大
切
な
命
を
失
う
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

　

が
ん
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
は
、

症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

受
診
率
の
改
善
に
向
け
て

　

市
で
は
、
商
工
会
議
所
な
ど
と
連
携

し
て
受
診
啓
発
を
行
っ
た
り
、
女
性
訪

問
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
受
診
を
勧

め
た
り
す
る
な
ど
、
受
診
率
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
う
と
乳
が

ん
な
ど
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
は
無
料

に
な
り
ま
す
。
こ
の
他
、
70
歳
以
上
の

人
や
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
も
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
健
康
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

対

胃がん
（バリウム検査）

　40歳以上
　集団検診　　　　900円
　個別検診　　　 2,400円

子宮がん
※２年に１回

　20歳以上（偶数年生まれ）
　集団検診
　・頸部のみ　　　　800円
　個別検診　
　・頸部のみ　　　1,400円
　・頸部＋体部　　2,100円
※ 20歳から5歳刻みで女性
特有のがん検診を無料で
受診できます。その際は、
事前に郵送してある無料
クーポン券を利用して受
診ください

乳がん

　40歳以上（偶数年生まれ）
　集団検診
　・マンモ＋超音波

2,000円
　個別検診
　・マンモ＋視触診

1,200円
※ 40歳から5歳刻みで女性
特有のがん検診を無料で
受診できます。その際は、
事前に郵送してある無料
クーポン券を利用して受
診ください

大腸がん
（便潜血検査）

　40歳以上
　集団検診　　　　300円
　（総合支所管内のみ）
　個別検診　　　　900円

肺がん 　40歳以上
　無料

対

対

対

対

負

負

負

負

負

平成23年度　がん検診一覧

※ 受診期間：検診車による集団検診は指
定日、個別検診は５月～平成24年２月（指
定医療機関で受診）
　集団検診受診希望者は、健康課に申し
　込みください
対＝対象者、負＝負担額、マンモ＝マンモグラフィ

　現在10人の女性訪問員が各家庭を訪問し、がん検診
の受診を勧めています。関心の薄い人もいますが、早期
発見で多くの命が救われていることを伝えています。
　この訪問活動により、女性特有のがん検診の受診率

は、実施前より約５ポイントも上昇しました。受診するようにと背中を
押してくれる人がいれば、行動を起こしやすいのではないでしょうか。
　家族や地域、職場などで「もう受けた？」と互いに声を掛け合うこと
が大切だと思います。

家族や地域、職場など
身近な人からの受診の勧めが大切！

女性訪問員　森永　裕
ひろ

子
こ

さん

5大がん検診の受診率（平成20年度）

９月は
がん制圧
月間です

いい
たた
っっみみ
ろろ
かか
いい
が
ん
検
診

が
ん
検
診
！！

11 Miyakonojo City Public Relations 2011.9


